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一

　
私
な
ど
は
逸
気
民
俗
調
査
の
欝
的
を
も
つ
て
、
村
落
生
活
の
費

際
に
鰯
れ
る
機
會
を
も
つ
。
さ
う
し
た
暁
か
な
り
に
強
く
村
の
入

人
に
、
、
村
の
歴
史
に
識
す
る
自
判
反
省
の
現
れ
る
の
を
見
る
が
、

語
ら
れ
る
多
く
は
傳
説
と
言
ふ
べ
き
性
質
の
郷
識
で
あ
っ
て
、
こ

れ
は
そ
の
ま
、
に
は
史
實
と
し
て
取
上
け
る
こ
と
の
雌
平
な
い
も

の
で
あ
る
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
、
既
に
血
食
す
べ
き
子
孫
の
慶
滅

し
表
つ
た
人
々
の
事
蹟
が
記
憶
さ
れ
、
徳
承
さ
れ
て
る
る
に
懸
ぎ

な
い
。
た
ま
ノ
、
蕉
い
家
筋
、
由
緒
あ
る
一
族
な
ど
・
構
へ
ら
れ

る
家
に
あ
ち
て
も
、
史
料
と
な
す
べ
き
記
録
文
書
の
類
、
或
い
は

器
具
等
を
所
持
す
る
も
の
は
稀
で
あ
っ
て
、
位
牌
、
過
去
帳
等
に

残
さ
れ
た
年
號
に
も
、
慶
長
、
元
和
の
文
字
を
見
糊
す
こ
と
も
殆

ど
な
く
、
傳
説
的
な
粉
飾
を
取
除
け
ば
、
僚
傳
の
信
ず
べ
き
湖
源

は
徳
川
氏
の
江
戸
入
麻
以
前
の
隣
期
に
ま
で
辿
り
行
く
こ
と
は
躊

饗
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
、
極
め
て
姦
撒
ゆ
4
8
占
め
て
み
る
と
云

へ
る
の
で
あ
る
。

　
淘
に
こ
の
時
期
に
は
、
村
落
の
機
構
に
於
い
て
も
、
叉
は
村
落

童
活
者
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
肛
つ
多
く
の
急
激
な
馴
化
が
あ
っ

た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
　
一
方
に
は
た
ゾ
私
た
ち
が
そ
れ
ら
を
知
る

手
懸
り
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
知
り
得
る
と
否
と
に
拘
ら

す
、
家
は
、
入
は
燦
々
と
し
て
器
楽
し
、
翻
慨
し
て
、
村
と
共
に

永
く
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
も
崩
來
よ
う
が
、
か
う
し
九
考
へ
方
は

無
條
件
で
は
鋼
底
受
け
納
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ら

う
。
　
一
つ
の
時
代
の
過
渡
期
、
世
の
中
の
移
の
縫
り
目
に
於
い
て
、

薗
代
の
翻
度
、
露
華
的
地
位
に
保
謹
さ
れ
、
支
持
さ
れ
て
み
た
人
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入
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
礎
力
を
失
ひ
、
そ
の
依
っ
て
立
つ
地
盤

を
覆
さ
れ
た
臨
に
、
新
し
く
進
み
行
く
時
代
に
蝋
管
に
虚
し
て
行

つ
丸
か
。
置
く
と
も
私
に
と
っ
て
は
こ
の
事
實
は
興
味
あ
る
問
題

で
あ
る
。
さ
う
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
曾
て
爾
三
度
訪
江
た
こ
と

の
あ
．
る
勿
羅
鰭
村
に
就
い
て
の
僅
か
な
史
料
と
、
そ
れ
に
饗
す
る

淺
薄
な
理
解
と
ゆ
紺
顧
み
す
、
…
臆
面
な
く
も
中
世
に
於
け
る
多
羅
尾

氏
ゆ
〃
圭
題
と
し
て
、
そ
の
間
の
事
情
な
少
し
く
蓮
べ
よ
う
と
試
み

た
の
で
あ
る
。二

　
巾
世
の
土
地
制
に
於
い
て
、
蕪
園
制
が
素
意
し
て
知
行
制
の
確

立
す
る
巡
程
に
あ
っ
て
、
蕪
爾
内
部
に
土
著
す
る
名
主
が
、
幕
府

の
統
制
力
の
彊
撫
す
る
に
乗
じ
て
、
自
己
の
居
住
し
且
つ
管
理
．
す

る
払
物
を
領
土
化
し
、
所
謂
土
豪
ど
な
り
上
っ
て
勢
威
を
ふ
る
ふ

に
至
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
土
窯
の
聖
徳
す
る
況
飢
の
倣
も
、
次
第

に
強
大
な
集
礎
的
勢
力
の
撫
頭
と
共
に
、
，
そ
の
傘
下
に
統
一
さ
れ

繕
稔
に
錦
す
る
に
從
っ
て
、
火
部
分
の
小
義
霊
土
豪
は
浸
落
し
、

滅
ご
し
去
る
か
、
又
は
新
し
い
時
勢
に
瀬
癒
し
て
種
丸
な
姿
に
再

多
西
翠
筑
に
齪
い
て
（
総
山
）

鑑
す
る
か
に
釜
つ
た
。
導
者
は
武
器
を
棄
て
・
以
繭
の
身
分
に
還

り
、
或
者
は
反
転
に
郷
土
を
放
れ
て
武
士
と
な
り
、
更
に
は
都
市

に
商
工
の
業
を
も
つ
て
崖
…
嚢
よ
う
と
す
る
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。　

多
羅
尾
氏
と
云
ふ
の
は
、
難
く
は
近
江
代
宮
叉
は
信
樂
代
官
と

し
て
傭
ら
れ
て
る
る
家
で
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
近
江
甲
賀
郡
の
一

隅
に
甥
天
地
を
な
す
往
年
の
信
認
蕪
、
介
の
信
樂
、
雲
井
、
朝
宮
、

小
．
原
、
拶
羅
尾
の
一
町
四
ヶ
村
よ
り
成
る
地
に
艦
黒
し
、
恐
ら
く

は
そ
の
一
部
な
る
多
羅
尾
に
下
地
を
有
す
る
名
四
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
が
ら
、
地
名
を
貨
っ
て
輩
字
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
と
思
ふ

　
　
　
①

が
、
家
傳
に
よ
る
と
、
近
衛
家
基
、
こ
れ
は
鎌
倉
末
の
入
で
あ
る

が
、
曾
て
そ
の
所
領
信
樂
蕪
に
下
向
し
て
際
讃
し
、
そ
の
子
縄
堪

も
亦
正
安
の
頃
よ
り
こ
・
に
焦
ん
で
、
多
羅
尾
氏
の
甜
と
樗
せ
ら

れ
る
高
山
太
郎
、
後
に
多
羅
尾
左
．
近
癬
図
師
俊
と
云
っ
た
人
を
生

み
、
爾
來
十
四
傳
に
し
て
中
興
の
雲
客
兵
衛
光
俊
に
及
ん
で
、
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

々
信
建
築
な
領
知
し
た
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
て
み
る
。

　
信
樂
蕪
は
建
長
鷲
年
の
近
衛
家
才
領
目
録
に
所
論
嵩
高
院
領
内

の
地
で
あ
っ
て
、
關
臼
蓋
通
の
女
六
鷲
宮
寛
子
よ
り
忠
賢
を
撃
て

嬬耀

Z
十
糊
門
谷
　
　
第
欝
繍
鎌
　
　
　
｝
編
ハ
一
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多
二
審
逸
に
就
い
て
（
畢
肉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
’

高
腸
駐
に
傳
へ
ら
れ
、
そ
の
後
近
衛
家
の
領
有
に
寂
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
如
上
の
翫
徳
は
一
尉
は
否
定
し
去
る
こ
と
は
繊
來
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
光
俊
に
至
る
十
徽
代
は
“
騰
羅
に
血
脈
を
示
す

の
み
で
、
一
書
の
霧
島
的
宵
宮
も
な
く
、
旺
つ
近
衛
流
家
の
臼
証

後
法
興
院
記
等
に
散
見
す
る
人
々
、
例
へ
ば
信
樂
代
官
の
四
郎
兵

衛
嗣
光
、
こ
の
入
な
ど
は
明
か
に
四
郎
兵
衛
光
俊
の
数
轍
の
概
と

思
は
れ
る
が
、
家
譜
に
は
載
せ
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
か
Σ
る
矛

盾
は
徳
川
時
代
の
編
纂
に
係
る
諸
家
の
系
譜
に
共
通
の
現
象
で
あ

る
か
ら
潔
く
は
問
・
幽
必
要
も
な
い
が
、
本
所
の
支
流
が
出
で
、
そ

の
蕪
官
と
な
っ
た
か
、
或
い
は
部
内
の
名
主
が
勢
を
得
て
一
管
の

管
理
に
謬
る
こ
と
に
な
っ
た
か
の
樋
れ
に
し
て
も
、
戦
國
の
世
に

多
羅
尾
氏
が
信
樂
蕪
に
於
い
て
盛
れ
て
み
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い

露
盤
で
あ
っ
顧
。

三

　
後
法
賦
議
院
記
に
よ
れ
ば
、
文
正
元
年
二
月
多
羅
尾
三
河
入
蝦
玄

頴
な
る
者
が
上
洛
蓼
撫
し
、
嗣
八
月
に
は
そ
の
子
四
郎
兵
衛
嗣
癌
、

が
上
洛
し
て
來
て
る
る
。
そ
の
い
は
れ
は
、
去
る
五
月
幕
府
の
内

櫨謝

Z
十
欝
欝
　
　
餓
埋
近
川
羅
…
　
　
　
　
山
ハ
ニ

書
に
よ
っ
て
信
遠
郷
流
露
の
沙
汰
が
あ
っ
た
が
、
伊
駕
の
鱒
人
が

御
代
官
職
の
妨
を
な
す
の
で
、
内
書
を
預
け
下
さ
れ
て
、
彼
の
競

望
か
退
け
ん
こ
と
を
望
み
棄
し
、
縫
野
大
老
緑
の
口
入
に
よ
っ
て

漸
く
許
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
に
よ
っ
て
既
に
多
羅
尾
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
、
信
樂
叢
の
代
官
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
慮
仁
の
大
織
が
漁
獲
す
る
と
、
幕
癒
は
館
城
、
近
江
、
伊
勢
等
の

寺
就
労
所
領
の
牟
濟
を
今
三
川
の
義
覗
の
料
研
に
宛
て
ん
と
し
、

そ
の
内
に
は
信
樂
蕪
も
免
れ
な
か
つ
九
の
で
あ
る
が
、
近
衛
家
は

當
時
の
樺
門
日
野
勝
光
に
よ
っ
て
、
ま
た
ノ
、
辛
く
も
安
堵
の
沙

汰
を
う
け
、
そ
れ
ら
に
關
し
て
近
衡
政
家
は
癒
仁
二
年
八
月
に
宇

治
の
避
難
所
か
ら
信
拠
へ
下
向
し
、
国
内
小
川
の
大
慨
寺
に
撃
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
、
代
官
多
羅
尾
父
子
と
戴
く
頻
談
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
な
ほ
他
よ
り
の
押
妨
撲
鰍
は
漣
り
に
繰
返
さ
れ
て
み

た
と
見
え
て
、
近
衛
家
交
書
文
明
三
年
漕
…
．
月
十
七
目
の
信
樂
講
文

姿
に
よ
れ
ゆ
饗
慶
服
難
斐
子
の
押
鶏
妨
蓮
け

る
た
め
に
，
蓮
池
定
光
な
る
者
が
年
貢
爵
孤
婦
賞
勲
∵
て
の
催
聴
も

つ
て
、
御
代
官
職
か
嫌
粥
切
と
し
、
多
羅
尾
玄
頴
に
串
驚
け
て
取
立

て
さ
せ
る
こ
と
を
約
し
て
み
る
。
こ
れ
に
は
毒
筆
政
長
の
讃
判
が

（　S　O．4　）



あ
る
か
ら
、
近
衙
家
は
…
蕪
の
安
泰
を
計
る
た
め
に
極
め
て
小
額

の
贋
得
に
智
ん
じ
て
、
武
家
に
附
託
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
Q

　
か
や
う
な
、
蕪
園
管
理
に
部
外
か
ら
審
議
の
勢
方
の
介
入
は
、

国
警
多
羅
尾
氏
の
身
分
の
低
下
塑
作
つ
九
も
の
と
思
ふ
が
、
そ
の

た
め
に
蕪
内
に
於
け
る
観
氏
の
實
力
に
は
直
ち
に
繋
る
と
こ
ろ
が

な
か
っ
た
と
卜
え
て
、
交
明
十
一
年
に
は
、
蕪
内
指
樽
の
關
析
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

代
官
多
羅
尾
四
郎
兵
衛
が
講
申
し
て
か
噂
り
、
叉
鯨
年
の
佳
例
た
る

正
月
に
樽
一
荷
、
鳥
…
番
、
墨
柿
一
門
、
八
朔
に
茶
袋
泥
十
、
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

暮
に
炭
入
荷
の
逡
献
の
事
が
絶
え
る
こ
と
な
く
菅
は
れ
て
る
た
。

　
こ
の
．
頃
拶
羅
尼
氏
臼
身
年
貢
の
未
早
々
績
け
て
、
漣
り
に
催
促

　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
加
へ
ら
肋
て
を
り
、
　
一
方
に
武
家
方
と
信
翠
蓋
と
の
交
渉
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
後
も
績
き
、
赤
松
、
浦
上
等
の
綺
妨
も
あ
っ
た
が
、
長
享
三
年

，
凶
月
に
は
仁
木
左
京
大
夫
方
よ
り
信
樂
代
官
の
事
元
の
届
く
郷
下

知
あ
る
べ
き
協
調
來
り
、
政
家
は
そ
れ
に
濡
し
て
令
旨
を
下
し
て

ゐ
煙
羅
輩
に
な
る
と
籍
く
謎
に
よ
っ
て
・
江
州
の
寺

赴
本
所
領
は
兵
糧
の
料
厨
と
し
て
奉
公
衆
の
支
配
に
移
さ
れ
る
襟

　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
形
勢
が
あ
っ
た
り
、
岡
じ
く
九
年
に
は
守
護
佐
々
木
高
頼
、
の
蓮

蹴
が
あ
り
、
結
燭
は
以
繭
の
融
く
に
て
落
履
し
た
が
、
そ
の
た
め

多
羅
撒
川
飛
に
就
い
て
く
贈
爵
）

に
佐
々
太
腿
め
伊
庭
掛
舞
穿
に
十
年
醐
、
初
め
…
二
年
は
三
千
驚
宛
、

七
年
開
は
二
千
疋
不
勝
契
約
々
…
以
っ
て
、
信
樂
　
蘇
の
管
理
を
委

ね
る
こ
と
・
な
⇔
、
そ
の
旨
か
政
家
は
多
羅
尾
四
郎
兵
衛
に
通
達

　
　
　
⑭

し
て
み
る
。
こ
の
赫
、
多
羅
尾
孫
右
衛
門
の
瀧
胤
が
あ
っ
た
が
、
暴

覧
は
守
護
方
の
下
知
に
賑
諏
・
｝
ろ
を
得
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
當

時
、
近
衛
家
の
．
儀
樂
領
、
有
は
右
名
無
實
に
麟
し
て
ゐ
彊
も
の
蕊
如

⑪く
、
多
羅
尾
氏
に
就
い
て
も
、
政
家
の
予
爾
通
の
B
記
後
法
成
寺

殿
記
に
四
郎
兵
衛
，
避
洞
守
な
ど
が
縣
年
の
弾
語
ル
・
進
め
る
記
事

の
、
大
永
の
．
頃
ま
で
散
見
す
る
望
外
に
は
知
る
こ
と
が
出
來
な
い

が
、
多
分
は
本
析
と
守
護
声
あ
下
に
あ
っ
て
、
土
豪
と
し
て
の

地
位
を
保
ち
溶
け
て
み
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
滋
賀
螺

駐
研
引
の
霞
説
文
霞
の
う
ち
臆
あ
る
江
州
甲
賀
二
＋
一
家
の
由
緒

書
、
及
び
甲
管
．
郡
誌
所
載
の
芥
川
氏
正
徳
二
年
自
記
の
甲
賀
古
士

芸
事
な
ど
に
は
、
所
謂
甲
賀
五
十
三
人
之
t
の
う
ち
に
多
羅
尾
四

郎
兵
衛
或
い
は
臨
監
の
名
を
敷
へ
て
を
り
、
江
剃
佐
々
木
漸
北
譜

士
帳
と
齢
す
る
も
の
に
は
、
朝
宮
城
案
多
羅
尾
渋
難
嬢
、
歎
じ
く

…李

焉
A
小
川
城
室
多
羅
等
号
道
道
可
な
ど
を
載
せ
、
終
れ
も
佐
々

木
騰
兵
と
註
し
て
み
る
。
父
瀬
郡
誌
に
は
竪
町
左
思
置
入
泌
激
賀

第
二
率
臨
懸
　
　
郷
購
號
　
　
　
　
…
六
…
鵬
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多
塞
外
疵
に
就
い
て
（
亭
出
）

は
庫
》
瀞
護
轟
点
角
氏
の
信
…
蠣
本
物
【
頭
の
・
よ
し
と
県
記
し
て
み
る
，
か
、

詳
か
で
は
な
い
。

四

何
れ
も

　
入
滋
雲
竜
は
四
郎
兵
衛
尉
光
俊
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
家
譜
に
は

｝
鴻
鰯
聯
以
來
本
知
信
鰍
木
叢
宵
囲
…
四
千
山
ハ
κ
駐
石
者
不
・
退
に
｝
領
剣
仕
り
、
其

の
醐
三
韓
に
つ
嚢
、
武
勇
な
鞭
っ
て
大
津
、
撫
城
、
耕
馬
．
國
の
う

ち
数
郡
領
知
仕
り
、
伊
賀
概
の
劒
戦
功
窮
鼠
、
織
田
．
信
長
公
よ
り

二
萬
石
の
繍
華
客
曳
け
、
本
轍
の
外
江
州
田
上
雇
三
千
百
係
石
、

岡
憶
測
ヶ
森
三
千
．
溺
、
城
州
和
束
蕪
三
千
石
、
和
州
井
戸
跡
三
千

石
簾
、
河
州
中
黒
山
三
千
石
鍛
、
伊
州
阿
昇
郡
、
名
張
郡
中
郡
に

て
六
萬
石
、
都
曾
八
萬
石
像
を
∵
峡
に
て
領
知
仕
り
、
多
羅
尾
村
、

小
川
村
、
和
束
別
所
村
、
田
上
堪
の
隅
ヶ
灰
に
城
郭
ル
、
構
へ
て
贋

佐
罷
在
り
と
徳
へ
て
る
る
．
こ
の
古
里
の
内
寡
並
び
に
様
式
に
は

か
な
り
不
穏
當
な
部
分
が
あ
る
が
、
四
郎
兵
衛
光
俊
が
當
隣
甲
賀

郡
に
勇
名
を
馳
せ
て
み
た
こ
と
は
察
す
る
に
餓
り
あ
る
と
思
ふ
。

さ
う
し
て
彼
が
雷
字
の
地
謡
患
で
・
、
小
川
村
に
往
し
て
み
た
こ

と
は
、
先
に
6
1
い
た
江
州
権
々
木
南
北
諸
士
帳
に
も
見
え
て
を

櫨
押
ご
や
嬢
巻
　
　
瓦
師
號
　
　
　
　
一
論
ハ
灘
罵

り
、
寒
天
蕉
十
コ
年
の
多
羅
雄
村
の
け
い
め
い
斑
悪
寒
と
穰
す
る

　
⑭

記
録
に
「
も
、
　
“
ぜ
と
（
低
の
内
目
よ
瓦
り
碑
公
晶
が
九
升
穴
瓜
“
、
　
の
と
の
新
左
衡
…

門
殿
分
今
日
小
川
獅
上
様
へ
撫
る
と
記
し
て
も
あ
る
。
小
川
村
は

今
の
小
原
村
の
う
ち
に
あ
、
り
、
信
樂
蕪
の
略
，
串
央
に
位
し
、
早

く
か
ら
一
郷
と
し
て
別
途
の
取
立
て
な
う
け
て
る
た
と
こ
ろ
で
あ

⑯
る
。

　
冨
八
正
志
人
牛
田
m
月
、
　
織
m
田
酔
猶
長
の
太
」
能
烹
響
に
｝
客
幽
に
塒
勘
ふ
階
・
、
　
泉
州

堺
に
あ
っ
た
徳
川
家
康
は
急
遽
本
國
三
河
に
熱
る
た
め
に
、
難
を

避
け
て
法
難
に
入
り
、
多
羅
尾
光
俊
そ
の
子
光
太
、
光
雅
兄
弟
、

及
び
甲
賀
の
住
人
等
の
庇
護
の
下
に
伊
勢
白
子
濱
に
出
る
こ
と
が

　
　
　
⑰

幽
趣
た
が
、
こ
れ
は
家
康
一
雄
の
難
事
と
辮
せ
ら
れ
、
甲
賀
の
士

の
後
に
取
立
に
預
ら
う
と
す
る
者
は
、
皆
當
時
の
功
か
主
．
張
す
る

の
が
｛
般
で
あ
っ
た
。
多
羅
尾
氏
後
年
の
知
遇
も
亦
こ
為
に
基
く

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
天
正
十
二
年
三
月
二
十
三
日

附
に
て
蒙
康
は
四
郎
兵
衡
に
本
領
安
堵
、
加
へ
て
山
城
、
近
江
の

う
ち
に
て
黒
地
を
輿
へ
、
叉
そ
の
三
男
作
兵
術
光
雅
に
は
、
罰
年

八
月
二
十
四
n
に
霞
城
國
醍
醐
、
由
科
欝
欝
郷
、
及
び
酉
鰯
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

三
郷
を
別
途
に
輿
へ
る
縞
の
判
物
を
下
し
た
と
云
は
れ
て
る
る
。

（　8L）6　）



　
そ
の
後
豊
距
秀
宵
に
属
し
、
蒼
白
秀
次
の
事
あ
る
時
、
光
俊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

一
家
は
悉
く
改
易
山
・
・
れ
．
信
樂
に
蟄
堕
す
と
記
し
て
み
る
が
、
そ
の

理
由
は
審
か
で
は
な
い
肇
恐
ら
く
光
太
の
女
に
秀
次
に
仕
へ
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
あ
、
り
、
共
に
死
ん
で
み
る
と
云
ふ
か
ら
、
こ
れ
に
漣
坐
し
た
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
兎
も
角
も
か
く
し
て
…
旦
こ
の
家
は
浸
落
す
る
の
で
あ
る
が
、

秀
吉
の
死
後
、
光
太
兄
弟
粟
に
家
康
に
黙
し
て
落
知
信
樂
郷
の
う

ち
に
熱
く
知
行
を
賜
る
こ
と
・
な
っ
た
。
こ
れ
に
解
し
て
函
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

、
所
傅
は
一
致
し
な
い
が
、
要
す
る
に
光
太
は
多
羅
尾
村
を
含
め
て

…
千
蕊
百
石
、
光
雅
は
一
｝
一
千
三
百
石
を
卜
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の
家
は
後
に
事
あ
っ
て
召
上
ぴ
ら
れ
、
改
め
て
、
信
樂
の
紳
山
村
そ

の
他
に
新
知
滋
亘
眉
を
得
る
こ
と
・
な
っ
た
。

五

　
兄
の
久
右
衙
門
光
太
は
慶
長
元
年
沼
幽
さ
れ
て
、
月
俸
二
三
口

を
賜
ひ
、
上
杉
攻
に
謙
り
、
七
月
下
野
小
山
に
て
信
樂
の
本
領
安

堵
の
判
物
を
得
た
と
云
ひ
、
叉
關
ケ
一
角
後
伏
樋
城
に
〃
口
さ
れ
、

雀
所
へ
罷
り
鱒
っ
て
、
大
瀦
、
虚
勢
、
伊
賀
近
擾
の
一
揆
の
狼
籍

多
羅
尾
氏
に
就
い
て
（
第
出
）

を
取
的
め
慣
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
れ
、
且
つ
旨
く
御
器
に
相
関
串
す

べ
き
者
な
が
ら
、
小
身
に
て
は
働
甲
斐
な
か
る
べ
し
と
て
、
當
分

信
樂
近
邊
の
辿
書
所
御
頂
け
、
知
行
同
蘭
に
支
配
す
べ
し
と
の
上

意
を
受
け
た
と
も
回
し
て
み
る
（
家
譜
）
。
こ
の
こ
と
が
後
に
な
っ

て
多
羅
尾
氏
が
御
代
官
に
墾
け
ら
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
も
の
で
あ

・
b
・
フ
。
光
太
は
脇
跡
単
家
光
に
至
る
・
ま
で
ご
｝
代
に
代
へ
、
近
江
蹴
團
十

七
萬
石
織
そ
の
他
の
天
領
を
分
割
支
配
し
た
が
、
家
譜
に
よ
れ

ば
、
御
代
丸
御
料
地
支
配
仕
り
、
二
代
寄
合
並
に
て
相
勤
む
と
あ

っ
て
、
そ
の
子
光
好
の
畔
に
、
寛
永
十
五
年
播
州
に
野
地
し
て
始

め
て
代
宮
職
に
就
い
た
と
徳
へ
て
る
る
。
爾
來
近
江
代
官
と
し
て

信
樂
の
外
に
伊
勢
四
獅
市
に
出
張
陣
屋
を
構
へ
て
、
山
城
、
近
江
、

伊
勢
、
河
内
に
亙
る
廣
大
な
支
配
地
を
世
襲
し
て
管
理
す
る
様
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

幽A

　
以
上
に
蓮
べ
來
つ
た
由
緒
に
よ
っ
て
、
多
羅
尾
氏
の
辿
っ
た
過

程
は
極
め
て
類
例
の
多
い
、
一
般
的
な
形
態
に
あ
る
と
云
ふ
こ
と

が
崩
來
よ
う
。
た
球
併
し
な
が
ら
こ
の
家
が
、
時
勢
の
攣
移
と
共

箪
嶋
十
蹴
巷
　
聯
動
號
　
　
…
六
誠

（　82）7　）



多
羅
羅
琉
に
就
い
で
ハ
辮
出
）

に
駄
會
的
な
身
分
に
於
い
て
は
、
名
訳
、
代
官
、
土
豪
、
領
主
、

知
行
烹
等
の
様
々
に
攣
罪
し
、
勢
力
の
濱
長
か
ら
支
配
地
の
鳥
声

の
差
も
あ
り
、
領
有
の
形
態
も
異
り
．
厨
つ
た
が
、
江
戸
幕
府
の
代

宮
に
話
せ
ら
れ
て
後
も
、
な
ほ
僻
遠
の
地
償
樂
郷
に
崖
敷
を
構
へ
、

て
在
陣
の
形
を
と
り
、
儒
字
の
地
〃
離
れ
る
こ
と
な
く
眠
病
し
て

多
羅
尾
村
を
本
糠
と
し
て
み
た
こ
と
か
ら
、
他
の
或
い
は
傭
行
地

か
・
離
れ
て
城
下
に
居
住
し
、
或
い
は
本
貫
と
は
關
係
も
な
い
土
地

に
封
ぜ
ら
れ
た
多
く
の
武
七
階
級
と
は
異
る
性
絡
を
、
こ
の
家
が

保
有
し
て
み
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
る
も
の
で
あ
・
る
。

そ
の
一
結
撮
と
し
て
宮
座
の
醐
題
を
纂
げ
る
こ
と
が
階
來
よ
う
。

　
宮
座
自
髄
に
關
し
て
は
多
く
語
る
こ
と
は
介
の
揚
合
必
要
で
は

あ
る
ま
い
。
近
江
の
宮
座
に
就
い
て
は
先
年
肥
後
和
男
氏
の
回
れ

た
欝
作
が
あ
っ
て
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
説
き
明
さ
れ
て
を
り
、

虚
器
も
多
羅
尾
村
の
そ
れ
に
就
い
て
京
大
民
俗
錐
碑
究
會
の
綱
會

に
報
告
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
宮
座
は
礒
土
の
区
々
祭
る
精
紳

に
於
い
て
準
等
な
る
人
々
、
氏
子
池
ち
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
た
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

種
の
紳
事
組
合
で
あ
る
と
云
へ
る
。
さ
う
し
て
多
羅
尾
氏
も
多
羅

尾
村
の
鎭
守
紳
な
る
里
宮
、
高
宮
醸
脱
の
聯
々
を
祭
る
こ
と
に
於

餓側

�
¥
鰻
巻
　
　
駕
｛
鰻
簿
脚
　
　
　
～
山
隠
山
痛

い
て
は
村
の
農
民
、
彼
の
支
配
す
る
入
々
と
嗣
楼
で
あ
っ
瓢
の
で

あ
る
。
村
の
富
座
に
翻
す
る
若
華
の
記
録
に
は
こ
れ
に
就
い
て
語

る
と
こ
ろ
が
あ
る
．
、
尤
も
領
蛮
で
あ
る
こ
と
か
ら
待
遇
の
上
に
は

鋤
く
破
格
な
灘
が
な
い
で
も
な
い
。
例
へ
ば
げ
い
め
い
の
い
と
な

み
の
欝
欝
記
に
よ
る
と
、
こ
の
家
は
慶
長
十
六
年
よ
り
元
瀦
三
年

置
至
る
ま
で
七
年
腸
は
、
こ
の
頭
屋
の
役
を
勲
績
し
て
勤
め
て
を

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦
少

り
、
叉
寛
延
元
年
九
月
に
左
右
．
爾
座
の
長
九
ち
に
よ
っ
て
、
蕉
來

、
の
憩
事
に
寂
す
る
慣
習
を
記
録
さ
れ
た
多
羅
尾
村
座
配
之
彊
に
は

次
の
様
に
書
留
め
ら
れ
て
あ
る
。

　
｝
殿
楼
櫛
儀
御
家
六
二
葡
　
御
座
Q
順
序
蓬
御
藩
候
得
者
、
直

　
　
被
爾
成
稗
年
預
、
翌
年
御
祭
常
澄
鴬
遊
御
勤
候
（
下
略
）

　
一
祭
請
取
桜
之
儀
者
、
慌
者
常
年
祭
當
翻
済
候
得
ハ
、
當
鵬
直

　
　
エ
翌
場
之
當
渡
仕
候
、
　
殿
歯
釜
當
被
遊
蜜
語
森
羅
者
、
御

　
　
名
代
ね
紳
機
構
舞
冨
欝
、
紳
萌
♂
薩
二
差
上
串
鮫
筈
彿
座
候
、

　
　
（
下
略
）

　
一
御
幣
篇
次
実
者
、
　
霧
雪
櫛
當
之
節
者
、
郷
幣
御
名
代
二
野

　
　
」
番
二
振
始
（
下
略
）

　
一
請
膳
之
儀
、
　
殿
襟
御
膳
者
納
品
二
一
汁
涯
茱
二
仕
、
鱈
座
．

（　hi‘28　）



　
　
ね
膳
嵩
不
串
以
繭
二
遭
難
上
候
、
御
膳
器
物
者
御
上
ず
織
巾

　
　
候
、
御
上
差
上
候
♂
外
者
、
薗
座
．
ね
膳
撫
中
候
後
な
ら
で
は

　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
途
り
膳
不
畿
候
。

　
併
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
そ
の
宮
座
に
於
け
る
位
置

を
、
他
の
領
主
た
る
武
士
た
ち
が
、
領
内
の
祭
禮
な
見
物
に
臨
で
、

或
い
は
奉
幣
す
る
の
と
一
襟
に
見
隠
す
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
も
の
が

あ
る
と
思
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　
要
す
る
に
多
羅
尾
氏
が
村
の
宮
柱
に
座
庸
を
有
し
、
餐
祀
に
滲

下
し
て
み
た
と
云
ふ
事
費
は
、
領
主
の
身
分
に
よ
っ
て
介
入
し
た

と
云
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
こ
の
家
が
古
く
か
も
の
村
の
佳
入
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
傳
統
に
基
い
て
身
分
上
の
攣
化
の
厩
じ
た
後

ま
で
も
、
そ
の
樺
利
と
義
務
と
を
替
る
こ
と
な
く
壮
行
し
℃
み
た

も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
叉
こ
の
こ
と
か
ら
、
歴

史
的
な
臨
代
の
推
移
に
搾
ふ
三
三
制
度
、
身
分
の
攣
化
が
、
村
落

居
佳
者
の
生
活
内
容
に
及
ぼ
す
カ
に
或
種
の
限
度
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
と
思
ふ
も
の
で
あ
る
。

附
認
　
麿
は
査
る
五
門
月
の
閾
　
史
墨
愉
樋
に
於
い
て
試
み
た
晒
蝋
皆
に
若
干
の
繍
…

　
聡
を
伽
ハ
へ
充
も
の
で
あ
る
O
儒
樂
蕪
及
び
多
羅
蹴
…
域
に
就
い
て
は
な
檬

多
羅
罵
逸
に
就
い
て
（
第
寅
）

①謡②
考
究
す
る
無
地
の
多
い
こ
と
は
嘗
ふ
裟
で
も
な
い
。

③④

多
羅
尾
氏
の
系
譜
に
は
、
勢
羅
尾
村
の
多
羅
尾
小
太
郎
氏
断
持
本
ハ
以

下
家
勲
臨
と
記
す
）
と
、
竃
敵
電
修
諸
家
灘
簡
に
戴
せ
る
も
の
（
以
下
系
激
帽

と
記
す
）
と
が
あ
る
Q
瞬
傅
は
火
問
小
異
で
あ
る
が
、
薗
嚢
は
稽
－

製
し
い
。

締欄

ﾙ
の
小
原
n
村
小
川
「
の
大
光
出
V
鰭
湘
内
に
、
瀧
二
七
鍬
娠
と
稀
…
す
る
墓
石

が
三
基
φ
の
る
O
　
頃
賀
郡
鰍
漕
に
、
　
碑
齢
石
山
甲
央
の
　
一
煎
幽
、
　
賞
囲
山
ハ
尺
嚇
賦
石
二

尺
五
寸
、
左
右
の
二
墓
は
｛
曲
照
尺
五
寸
戯
妖
石
二
尺
、
共
に
卵
塔
形
に

し
て
石
質
花
崩
唐
な
醇
。
刻
掌
半
減
し
て
讃
み
難
し
。
毎
年
近
衛
家

よ
り
保
予
料
を
附
し
、
同
機
驚
し
て
之
転
答
卸
せ
し
む
と
記
し
、
慶

長
階
魍
の
慧
軸
賦
か
と
一
嫁
っ
て
み
る
。
簿
へ
に
よ
れ
ば
、
近
辮
隅
家
子
｝
、
職
門

継
牛
及
び
多
羅
膳
師
俊
の
墓
と
歎
ふ
こ
と
で
あ
る
。

京
都
三
主
大
學
瞬
更
薪
姥
宛
藏
、
流
衛
家
丈
警
別
集
二
二
（
影
二
本
）

以
下
に
引
く
近
衛
家
闘
係
の
学
齢
、
記
簸
は
、
後
法
興
院
記
を
除
い

て
公
徳
醸
で
あ
る
。

後
法
興
院
記
　
丈
蕉
兄
年

二
月
膏
餌
　
多
羅
尾
滲
河
入
滋
來

　
　
　
　
　
　
　
　
（
．
群
翰
）

臓
月
辮
餌
　
簸
判
事
三
殿
禽
向
武
家
給
、
菰
州
欝
樂
鄭
霞
務
内
響
壌

　
　
　
　
　
、
暮
野
鋳
施
〉

　
粛
去
地
以
一
位
大
納
盤
被
串
武
家
了
、
彼
内
壁
一
巡
諌
言
來
、
爲

　
典
膿
命
配
給
也

八
週
皆
鋒
　
多
羅
尾
臨
郎
嗣
驚
魏
聞
上
洛
、
今
野
戦
殿
串
、
拗
近
江
國

策
二
十
糊
巻
　
第
二
號

副
六
七

（　8i．79　）



⑤

多
羅
尾
筑
に
就
い
て
（
挙
由
）

　
儒
樂
郷
礁
務
綴
、
央
誠
趨
骨
八
窩
武
家
之
内
書
霧
之
ぢ
此
内
欝
珂

　
被
預
下
之
由
、
多
羅
膳
玄
頴
縦
樋
獄
選
頻
難
上
置
御
難
澁
之
慮
、
此

　
閣
漣
々
隣
野
大
納
言
欝
欝
串
入
闘
、
今
欝
被
預
下
多
羅
尾
、
欝
野

　
大
納
雷
就
姦
濫
豊
後
醗
可
遜
彼
卿
歌
之
蜘
被
拙
下
慮
、
今
隣
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醜
締
澱

　
進
、
又
岡
霧
趣
武
家
之
内
書
、
多
羅
罷
父
子
欠
墜
遜
請
丈
蔵
麟
亥
御

　
以
謙
灘
之
鍵
簾
裟
岬
珂
寓
鍵
之
二
二

　
内
書
衡
柵
之
蒔
藩
錐
爲
何
時
可
進
上
之
趣
也
、
揺
樂
喰
代
営
職
購

　
伊
賀
忍
人
威
霊
轟
々
、
爲
退
彼
競
望
豊
町
被
預
謡
言
家
内
警
之
由

　
也

後
法
翼
院
記
　
憾
仁
二
年

五
月
骨
口
　
三
ケ
國
…
…
瀦
近
江
之
内
層
謡
本
所
領
串
濟
、
悉
可
被
宛

　
今
繊
川
殿
之
料
断
之
由
、
（
中
略
）
家
門
領
事
相
談
内
府
可
串
抜
身
、

　
侭
過
分
幅
献
尊
可
有
繋
秘
計
之
由
申
之
、
此
子
細
黒
甜
御
談
含

骨
一
日
　
近
江
欝
國
之
内
家
門
領
、
就
日
野
内
府
被
歎
申
武
家

山隔

雌
�
禔
@
　
脚
凶
勲
近
江
家
…
門
領
雫
濟
事
可
有
免
除
分
也
、
　
口
野
内
勝

　
驚
異
丁
沙
汰
也
、
此
子
細
見
去
月
龍
㌶
之
紀

七
月
前
山
ハ
ロ
H
　
滲
照
鰍
御
謳
ガ
、
　
就
信
樂
癩
事
窟
撫
擢
鞍
蘇
含
｝
ず
紬

八
月
露
口
　
融
武
家
欝
欝
到
來
供

十
九
臼
　
憂
瓢
令
下
向
信
樂
郷
、
未
明
幽
立
（
中
略
）
午
測
許
簸
寧
治

　
田
原
、
於
槻
晋
堂
有
繋
息
、
或
者
又
於
山
路
拗
一
驚
、
爵
刻
下
着

　
俗
望
郷
小
河
大
興
空
也

．
骨
一
臼
　
多
羅
尾
滲
河
入
道
玄
頴
來
、
令
持
激
戦
鱈
礁
太
刀
菊
作
余
令

　
封
面
縫
太
刀
了
、
又
小
河
郷
沙
汰
人
百
姓
等
歌
誌

灘
二
聞
　
江
楓
、
憩
山
、
長
野
郷
等
沙
汰
入
百
姓
等
甦
権

⑥

第
篇
十
照
巻
　
第
走
競

…
六
八

骨
蕪
貨
　
朝
霧
、
柞
原
義
苓
暮
露
郷
沙
汰
人
百
姓
等
蓬
種

九
殖
十
一
餌
　
就
欝
郷
代
官
職
事
、
獣
畜
於
多
羅
尾
館

’員”曽韮1．一トート謹画

九二七六二
欝f：1鋸盤闘

＋
携
八
“

＋
業
百

近
衛
家
賢
覧
纂
八

償
樂
無
期
驚
雛
㍑
卿
鰭
案
丈

畳
職
　
三
脚
殿
御
領
近
江
國
甲
賀
郡
侶
樂
郷
御
代
官
職
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
　
　
長
例

話
彼
在
既
望
箏
、
伊
賀
國
人
等
殊
服
部
櫨
江
父
子
押
領
問
、
被
等
爲

魁
椅
妨
預
聞
所
賃
也
、
伽
彼
在
醗
御
年
占
之
事
、
毎
年
鰻
蕉
魏
購

饗
竣
腰
繕
繊
密
吉
以
前
鍵
問
、
馨
嚢
之
由
、
多
羅

尾
三
河
入
道
玄
頴
仁
串
琶
、
鞘
翅
執
礁
供
、
天
下
一
同
皐
水
風
損
叉

甲
賀
搬
出
地
下
錐
胤
之
藩
候
、
於
此
許
口
蓋
無
未
進
丁
丁
、
貰
五
捨

貫
丈
爲
誌
切
、
京
着
可
世
嗣
上
申
候
、
若
殿
爲
聯
背
山
約
束
候
考
、

可
被
召
放
御
代
宮
職
候
、
其
隠
笠
不
可
串
一
志
子
細
候
、
或
就
地
下

荒
不
作
難
敷
瀧
蹴
、
爲
諦
切
上
者
、
任
誘
文
之
旨
可
致
典
沙
汰
鍛
、

勅
請
丈
之
歌
如
件

一
御
淡
事
毎
年
百
椅
騰
勢
野
上
串
嫉

今
日
又
澁
使
於
多
高
議
許

思
郷
事
仰
付
多
羅
尾
麿
子
細
等

晩
漿
滲
搬
入
冠
雪
頴
來

當
郷
等
長
羅
尾
部
頴
有
申
子
細

隙
溌
墨
以
行
構
熱
心
多
羅
尾
許
、
晩
蛍
寧
御
返
事

　
就
幽
螂
事
多
羅
尾
式
熱
剛
入
道
、
同
閣
郎
來

就
賞
郷
事
多
羅
尾
五
郎
窮
串
子
細

（830）



⑦③⑨⑩

一
御
材
木
随
御
用
撃
茎
召
候

鳳
兵
重
人
夫
随
御
溺
可
融
甦
候

　　

{
姦
年
三
三
吉
　
藩
五
郎
駐
衛
魏

後
法
病
院
難
事
要
録
巷
一
　
論
議
十
一
年

朝
宮
關
麟
誌
闘
灘
瀟
敷
騒
謎
欝

後
法
石
叩
記
、
同
鵜
事
要
録
、
同
礫
々
記
等
、
年
に
よ
り
下
物
の
品

鼠
、
数
黛
に
差
が
あ
る
。

後
法
翼
院
難
々
記

丈
明
八
年
五
月
升
二
日
目
感
歎
量
能
圓
下
向
信
樂
、
爲
去
年
・
未
甦
催

促
也

同
　
霜
月
早
暁
　
慶
頽
並
實
圃
向
侶
樂
、
（
中
略
）
三
郷
隔
年
賞
爲
催

　
促
也
、
礁
之
外
照
々

門
門
　
　
十
一
ハ
ロ
　
　
撫
門
小
河
始
沙
汰

岡
　
九
年
十
二
肩
三
日
　
儒
樂
年
貢
依
羅
々
、
下
實
縄
奮
催
促

闇
口
　
山
－
一
年
二
博
月
嘉
「
山
ハ
厨
　
　
論
慶
師
慣
轡
ハ
附
醐
肺
虫
年
之
揺
樂
御
年
瓢
慧
漁
小
脳
爲

　
催
促
羅
下
也

趾
　
小
河
郷
　
三
無
十
九
爾
　
千
晶
二
百
疋
（
巾
路
）
四
郎
兵
衛
摩
詫
事

　
不
領
歌

後
法
興
院
記

癒
仁
元
年
十
｝
欝
欝
七
試
　
殿
被
潰
碑
絆
H
野
内
府
許
、
家
領
江
州

　
信
樂
郷
代
官
職
審
、
窩
赤
松
方
依
有
令
趣
鼠
芋
細
、
被
歎
串
武
家

　
、
断
也

岡
　
二
年
蕉
冠
購
貰
　
江
研
欝
曲
論
奉
欝
、
毒
婦
十
二
欝
骨
蕪
斑
奉

　
　
　
多
羅
尾
琉
に
就
い
て
（
挙
爵
）

⑪⑫

　
行
書
照
云
々
（
巾
略
）
未
到
來
也
ハ
下
略
）

阿
　
正
邦
十
一
H
　
江
蝿
侶
樂
螂
直
務
不
可
有
心
違
由
、
武
家
之
奉

　
警
到
摩
、
毒
口
令
串
沙
汰
了

同
　
廿
九
目
　
江
二
上
論
罪
麹
務
事
、
不
可
有
相
甦
之
由
被
成
院
笠

　
（
下
略
）

文
明
十
一
年
九
遍
十
三
隅
　
信
樂
癩
代
官
同
語
、
窃
赤
松
方
違
織
之

　
由
、
　
一
昨
紅
有
注
進
、
今
隅
晶
出
奉
諮
、
下
露
之

長
享
元
年
＋
月
背
九
概
　
膚
江
州
有
注
脚
（
中
略
）
家
門
領
脚
州
繕
樂

　
心
事
、
曝
當
月
始
浦
上
灘
観
、
目
高
武
家
内
書
井
度
々
奉
嘗
難
篇

　
縫
案
文
於
結
城
七
郎
許
了
、
種
々
串
溌
浦
上
腱
未
承
引
悶
々

同
十
一
月
費
七
H
尚
尚
州
有
注
塗
、
溝
上
勢
鮭
興
信
樂
乗
々
、

　
慨
猫
磨
申
子
紬
云
々
、
　
一
向
多
羅
尾
所
行
也

同
　
悶
十
…
月
流
撹
　
長
靴
漁
魚
信
樂
南
下
、
浦
上
邉
纏
畿
々
、
宮

　
愛
無
趣
者
也

右
同
書
　
憂
享
三
年

四
湾
五
目
　
就
信
樂
郷
代
官
職
、
仁
木
左
京
大
夫
有
申
蓬
旨

嗣
　
脅
同
　
仁
木
左
京
大
丸
來
、
命
鍬
衙
、
信
樂
庄
代
官
職
事
、
狐

　
元
可
有
御
下
知
之
由
申
開
、
今
隅
鍛
令
旨

右
同
欝
　
明
慮
尤
年

九
月
十
二
欝
　
薄
聞
、
江
州
寺
猷
本
内
頼
皇
威
料
研
可
被
支
醗
奉
公

　
衆
云
々
、
珍
購
也

岡
　
十
　
潟
購
　
虜
葡
右
膚
許
有
瞥
欺
、
江
弼
山
添
断
領
事
可
爲
兵
粧

　
料
所
之
由
、
有
風
聞
問
令
叢
黙
候
、
諸
家
以
列
滲
可
被
歎
痢
鰍
之

　
　
　
　
第
二
十
醗
巻
　
　
餓
罪
鰻
號
　
　
　

一
ゐ
一
轍

（831＞



多
羅
爆
筑
に
就
い
て
ハ
堪
由
）

第
二
率
濁
懲
　
第
欄
號

一
セ
Q

⑬⑭

　
磁
、
被
鯨
攣
縮
闘
、
心
巾
趣
命
蓬
警
、
又
以
使
藩
金
談
倉
之

陶
　
か
七
欝
　
（
箭
略
）
家
門
領
鷺
除
事
申
沙
汰
奉
職
藤
之
撫
ハ
下
略
）

三
面

朋
濾
九
年
十
捲
熱
望
　
從
儒
樂
虜
泣
濡
燕
、
凝
縮
窺
鰹
護
遠
観
巽
々

憎
圃
　
骨
窺
　
　
五
六
口
以
蕪
…
多
…
緯
際
出
瞬
鵠
郡
焦
ハ
衡
晶
曹
’
瓢
木
左
｛
泉
ゐ
八
夫
膚
犀
注

　
蓬
購
、
儒
叢
叢
壌
霞
守
謹
窮
困
押
妨
歎
々

踊
一
　
十
二
月
山
歩
購
　
　
晶
就
儀
蟻
争
働
事
爲
穿
目
黒
ゐ
カ
丁
翻
閥
撫
卜
略
）

文
醜
元
年
覧
月
十
九
貰
　
宙
飛
鳥
井
宰
細
許
申
邊
云
、
信
樂
膨
瓢
毒
ハ

　
A
7
從
孤
F
薩
山
野
郎
許
窟
注
轍
陥
、
　
以
轟
溺
岬
氷
候
碑
卿
績
ニ
チ
落
居
一
誠
々
、
　
ム
”

　
醗
齋
也
、
十
ケ
年
間
俳
庭
佳
麗
轡
二
目
契
約
事
、
三
〃
年
三
千
疋

　
宛
、
七
箇
年
二
千
疋
宛
、
以
上
十
ケ
年
也
（
下
略
）

阿
　
骨
九
μ
　
綜
樂
難
事
守
護
成
返
下
知
弊
、
歯
骨
五
H
目
蔭
等
謹

　
大
膳
大
夫
高
麟
海
錨
一
霞
、
伊
雄
繊
崩
守
山
無
一
題
到
摩
、
昨
嘗

　
信
樂
多
羅
尾
舘
江
下
縫
也

同
　
七
月
七
口
　
今
度
信
樂
焦
事
多
羅
尾
孫
右
衛
門
隠
匿
事
、
佐
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
し
　
ご
や
　

　
木
大
膳
大
夫
、
研
庭
父
子
無
爲
之
下
知
製
糖
問
、
醗
叢
亀
甲
去
照
口

　
高
輪
許
江
差
愚
激
押
太
刀
、
同
伊
獲
繊
潟
守
許
江
遣
太
刀
（
下
略
）

看
同

文
贋
十
一
年
八
月
十
九
口
　
午
別
離
修
寺
大
納
言
來
、
禽
野
面
、
來

　
年
三
月
置
被
行
田
獄
、
余
可
勤
執
筆
磯
曲
内
々
被
仰
禺
嚢
々
、
欝

　
時
家
門
領
悉
有
名
無
貴
之
問
、
舞
賀
之
儀
難
事
行
聞
（
下
略
）

嗣
　
十
二
年
照
月
八
露
　
嶽
翻
鯵
寺
亜
縮
許
由
・
邊
云
、
禁
中
番
衆
購

　
無
入
籍
問
、
知
先
々
…
入
可
沙
汰
遜
之
由
被
仰
繊
云
々
、
叡
門
領

⑯⑯⑰

　
濃
粥
菰
弼
～
齪
簸
昆
之
賜
山
霧
遜
鰍
（
下
略
）

後
法
威
織
殿
記
　
永
罵
…
瓢
年

六
月
率
八
疑
　
　
魔
一
撫
嬢
轟
寸
江
購
四
欝
鋼
四
備
慧
掛
癬
旧
蹴
一
購
撲
癬
之
、
　
欝
病
添
ず
鞠
盈

　
卍
灘
之
熟
眠
赫
蝋
篤
撫
μ
之
問
、
　
餓
鋸
盤
臥
畿
猷
響
型
器
一
包
、
訟
閣
年
み
ハ
践
μ
十
九
願
後

　
法
興
院
政
銀
蜷
去
）

窟
陶
紳
事
醸
離
調
繁
雑
由
之
纏
隅
古
摩
之
騰
鞭
之
篤
、
纐
猛
元
年
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

九
月
と
題
す
る
古
帳
に
軟
め
ら
れ
翫
緊
蕉
十
二
年
鱗
十
二
海
十
鉱
鋳

　
氣
い
め
い
田
本
帳
　
産
廃
お
と
な
中
　
な
鋸
歯
録
の
上
灘
目
の
裏
に

記
し
て
あ
る
O
尤
も
け
い
め
い
の
い
と
な
み
が
知
何
な
る
宮
騰
の
行

事
で
あ
っ
た
か
、
礒
Ψ
く
滅
び
て
憾
犠
紙
ら
な
い
○
こ
わ
に
細
伽
い
て
、
窺

莚
三
年
改
　
庚
午
正
湾
　
多
羅
尾
轡
藩
士
穴
法
山
境
闘
山
手
牽
畳
搬

山
外
古
墨
定
法
年
寧
行
事
に
も
、
敏
轟
け
い
め
い
の
い
と
な
み
と
串

縫
御
朧
鹸
由
申
簿
映
得
粟
、
只
今
嚢
拙
失
ひ
一
品
致
方
盤
候
も
の
無

御
座
候
と
記
し
て
み
る
。

後
法
翼
勲
記
慢
罵
二
年
九
烈
十
織
の
條
に
、
當
鳩
信
樂
蕪
に
下
陶
涜

剛
陶
し
て
み
た
隔
近
韻
致
家
は
、
小
海
の
濾
州
に
於
い
て
意
見
の
賞
駕
鋭
稗
悩
し

て
み
る
。
當
臨
・
こ
の
城
は
多
追
尾
臨
の
館
と
は
甥
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
叉
岡
一
韓
｝
寓
一
菰
ハ
艦
｝
吻
ハ
醗
〃
十
ひ
帯
敦
り
信
一
継
小
螂
の
年
・
鵬
騒
に
小
河
爵
脚
分
四
が

特
記
し
て
あ
り
、
同
細
々
記
に
は
同
上
に
信
樂
庫
と
小
河
郷
と
を
並

記
し
て
み
る
。
な
ほ
こ
の
畷
よ
り
小
川
醐
螂
震
協
調
な
る
蒋
、
多
羅

尾
渡
銭
兵
衛
と
煎
ん
で
、
磁
樋
の
進
獣
襲
漁
る
こ
と
が
上
記
諸
書
に

散
見
す
る
。

徳
川
費
紀
　
梁
照
鴬
御
餐
紀
巷
黛
　
こ
れ
薦
概
賀
越
と
て
、
御
益
涯

〈　83，．）．　）



⑱⑲⑳

御
盛
絹
難
の
第
一
と
す
。

閣
隅
臨
戦
齢
撚
営
繊
　
江
州
信
託
に
璽
・
b
せ
蘇
州
へ
ば
、
土
人
木
戸
を
開
…
て
ρ
筏

廉
を
止
め
た
り
、
此
地
の
代
脚
騰
勢
羅
W
潔
潤
四
郎
光
俊
は
（
中
略
）
す
み
や

か
に
木
戸
を
ひ
ら
か
せ
、
榔
麹
∵
駕
己
が
家
に
む
か
へ
入
奉
り
、
種
々

も
．
て
な
し
奉
る
。

な
ほ
家
財
阻
、
系
照
隠
、
天
和
四
年
多
．
瀞
貰
尾
久
八
郎
先
瓢
澱
“
等
の
禰
陥
焼
“
に

も
見
え
て
み
る
。

系
譜
　
光
俊
　
天
正
十
二
年
三
月
二
十
三
冒
、
画
城
近
江
爾
隈
の
う

　
　
　
　
　
　
ち
に
を
い
て
焔
旧
地
を
趾
ま
ふ
べ
竃
む
ね
稗
細
月
物
を
下

　
　
　
　
　
　
さ
る

　
　
　
光
雅
　
（
天
正
）
十
二
年
八
月
二
十
四
鯖
、
山
城
國
醍
醐
山
科

　
　
　
　
　
　
谷
物
鰍
郷
を
よ
び
西
岡
導
の
地
を
た
窪
ふ
べ
き
む
ね
御

　
　
　
　
　
　
判
物
を
下
さ
る
。

庸
の
根
機
…
と
な
る
べ
・
途
文
坐
㍑
は
、
撒
鶴
牒
．
繰
鎌
蔚
挨
篇
｛
巷
十
三
に
載
せ
て

あ
る
。

家
譜
　
光
俊
　
太
閤
磐
吉
公
天
下
｝
統
之
後
潜
、
秀
露
公
二
協
し
罷

　
　
　
　
　
　
在
候
磁
、
慶
長
尤
寧
年
聞
痛
秀
次
公
姥
害
難
事
二
坐

　
　
　
　
　
　
せ
ら
れ
、
光
俊
一
族
被
改
易
浪
人
仕
、
盤
継
二
蟄
繕
．

　
　
　
　
　
　
罷
在
候
。

系
譜

⑳
　
家
譜
光
太

光
太
緋
繊
雛
譲
簸

　
　
　
趨
繋
瓢
年
七
月
、
党
太
江
頂
戴
睡
夢
獅
判
物
エ
知
行

　
　
　
悪
熱
獅
鰹
候
得
典
、
魏
々
近
徳
家
孟
譲
講
候
本
知
鰻

系
譜
　
光
太

光
雅

航
丁
山
ハ
百
石
被
下
置
知
行
什
旧
候
腱
、
　
光
黙
諾
ハ
入
光
俊
灘
贋

料
其
外
分
知
之
儀
ユ
堅
田
久
八
郎
ト
及
輿
論
、
膚
之

趣
墨
取
搬
細
塵
上
聞
、
御
身
懲
を
以
兄
弟
和
睦
爲
仕

解
離
大
久
保
石
冤
守
江
稗
内
意
被
御
渡
、
難
有
仕
倉

幕
存
兄
弟
和
瞳
㎝
仕
候
、
　
典
儲
即
閥
チ
山
ハ
百
石
之
内
、
　
光

太
江
千
五
百
石
、
光
俊
職
贋
料
八
鱗
屑
、
久
八
郎
江

チ
五
胃
石
醜
分
被
仰
付
、
相
擁
ル
八
百
豊
春
光
太
本

経
之
稗
判
物
所
持
仕
候
上
者
、
母
班
知
行
二
可
脚
下

澄
候
得
典
、
　
…
旦
及
璽
繭
候
壌
付
患
召
二
被
爲
在
候

開
、
暫
光
太
江
御
預
二
被
峨
下
、
外
御
預
地
一
同
支

流
可
二
月
被
御
渡
、
麓
山
後
章
八
百
石
之
倦
彌
行
可
幕

願
虚
、
製
麺
縮
死
廉
潔
憂
願
之
期
二
後
れ
、
紳
震
搬

、
欝
他
界
、
奪
以
其
繊
工
術
光
太
伜
光
好
代
迄
外
卿
預

地
一
同
実
瀧
種
堰
無
銭
、
其
後
小
野
雫
之
助
御
代
官

所
編
胴
戒
庶
恢
寮
（
下
酪
甲
、
光
俊
隊
居
料
は
久
八
郎
の
家

に
入
る
）

慶
鳥
ハ
晶
ル
年
め
さ
九
U
て
慮
氷
製
二
黒
慣
に
葎
囲
へ
轟
疋
て
藷
翫
つ
り
、

際
俸
二
｝
欝
窺
蕉
賜
ひ
、
の
ち
第
久
八
郎
光
雅
が
搬
地

薮
梱
割
い
て
、
近
江
鱒
甲
羅
ハ
郡
の
う
ち
千
覧
｝
醐
石
の
地

駈
た
蓑
ふ
、
こ
の
と
嚢
さ
選
に
た
裳
ひ
し
月
藩
　
は
お

さ
め
ら
る
。

（
天
蕉
）
十
九
年
摩
羅
二
十
…
嵩
概
、
近
江
躍
幣
賀
郡
信

拠
の
う
ち
に
て
…
…
…
予
八
軽
石
の
筆
地
を
た
ま
ひ
、
御

（8：33）

多
羅
尾
筑
に
就
い
て
（
挙
由
）

第
欝
ナ
閥
巻
　
黒
物
難

　
七
一



多
羅
酷
幾
に
就
い
て
（
拳
撫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
來
印
を
そ
へ
ら
る
O
後
乗
働
叩
の
う
ち
千
凱
一
繊
石
な
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
庇
京
甦
光
太
に
わ
か
つ
。

＠
　
灘
後
利
男
氏
　
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
一
〇
一
｝
七
頁
。

⑳
前
粥
古
楽
之
鷹
鰻
之
爲
断
熱

　
　
　
慶
畳
十
五
成
年
三
灯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
此
と
し
　
　
　
　
か
う
1
4
や
　
鳳
ハ
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
上
や
　
衛
門
太
郎

　
　
慶
畏
十
・
六
年
亥
年
三
窪
み
0

　
　
殿
搬
へ
め
し
上
ら
れ

⑳

第
瓢
十
顯
巷
　
第
醗
號

蝋
七
二

子
丑
寅
舞
羅
灘

　
此
七
年
ノ
問

元
和
丁
年
午
と
し
蕪
鐸
　
ふ
な
興
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪
　
　
輿
七
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
畳

衝
褐
　
齋
來
定
法
年
中
行
購
、
煎
び
に
丈
化
十
二
年
、
古
來
箆
法
村

寧
年
行
事
等
に
は
、
三
月
、
九
ロ
月
、
九
口
三
度
の
祭
の
隣
…
に
つ
い
て
、

殿
様
・
R
奉
差
上
候
御
膿
二
藩
何
二
障
も
酢
無
差
上
申
供
な
ど
義
詫
し

て
み
る
。

（834）


